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一
、
光
を
放
つ
木
を
御
衣
木
と
し
た
寺
社
縁
起
　
寺
社
縁
起
の
中
に
は
霊
木
や
異
国
か
ら
流
れ
着
い
た
香
木
と
い
っ
た
特
殊
な
木
か
ら
仏
像
を
造
る
話
が
幾
つ
か
見
ら
れ
る
。
そ
の
中
で
も
光
を
放
つ
木
で
仏
像
を
造
る
話
を
見
て
い
き
た
い
。
　
今
回
取
り
上
げ
る
の
は
吉
野
の
現
光
寺
の
縁
起
、
桜
井
市
長
谷
の
長
谷
寺
の
縁
起
、
名
古
屋
市
の
笠
寺
の
縁
起
、
比
叡
山
根
本
中
堂
の
縁
起
、
坂
出
市
の
白
峯
寺
の
縁
起
、
太
秦
の
広
隆
寺
の
縁
起
、
東
近
江
市
の
百
済
寺
の
縁
起
、
茨
木
市
の
総
持
寺
の
縁
起
の
八
つ
で
あ
る
。
　
長
く
な
る
が
、次
に
縁
起
本
文
の
関
係
部
分
を
掲
げ
る（
縁
起
の
並
び
順
は
縁
起
の
成
立
順
。縁
起
下
の
西
暦
は
そ
の
縁
起
の
成
立
年
。傍
線
部
は
木
に
起
き
た
現
象
と
そ
の
木
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
仏
像
名
で
あ
る
） 
・
現
光
寺
 
『
日
本
書
紀
』（
七
二
〇
年
）
欽
明
天
皇
十
四
年
夏
五
月　
夏
五
月
の
戊
辰
の
朔
に
、
河
内
國
言
さ
く
、「
泉
郡
の
茅
渟
海
の
中
に
、
梵
音
す
。
震
響
雷
の
聲
の
若
し
。
光
彩
し
く
晃
り
曜
く
こ
と
日
の
色
の
如
し
。
天
皇
、
心
に
異
し
び
た
ま
ひ
て
。
溝
邊
直
此
に
但
に
直
と
の
み
曰
ひ
て
、
名
字
を
書
か
ざ
る
こ
と
は
、
蓋
し
是
傳
へ
寫
し
て
誤
り
失
へ
る
か
。
を
遣
し
て
、
海
に
入
り
て
求
訪
め
し
む
。
是
の
時
に
、
溝
邊
直
、
海
に
入
り
て
、
果
し
て
樟
木
の
、
海
に
浮
び
て
玲
瓏
く
を
見
つ
。
遂
に
取
り
て
天
皇
に
獻
る
。
畫
工
に
命
し
て
、
佛
像
二
鑷
を
造
ら
し
め
た
ま
ふ
。
今
の
吉
野
寺
に
、
光
を
放
ち
ま
す
樟
の
像
な
り
。
 
　
（
日
本
古
典
文
学
大
系
）
 
『
日
本
国
現
報
善
悪
霊
異
記
』（
八
二
二
年
以
後
）
上
巻
・
第
五　
三
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澤　
一　
穂
寶
を
信
敬
し
、
現
報
を
得
る
縁
敏

天
皇
の
み
代
に
、
和
泉
の
國
の
海
中
に
樂
器
の
音
聲
有
り
、
笛
筝
琴
箜
篌
等
の
聲
の
如
く
、
或
る
は
雷
の
震
動
す
る
如
し
。
晝
は
鳴
り
夜
は
耀
き
、
東
を
指
し
て
流
る
。
大
部
屋
栖
古
の

の
公
聞
き
て
奏
す
。
天
皇

然
り
て
信
け
た
ま
は
不
。
更
に
皇
后
に
奏
す
に
、
聞
き
て

の
公
に
詔
し
て
曰
は
く
「
汝
往
き
て
看
よ
」
と
の
た
ま
ふ
。
詔
を
奉
り
て
往
き
て
看
る
に
、
實
に
聞
き
し
が
如
く
、
霹
靂
に
當
り
し
楠
有
り
。
還
り
上
り
て
奏
さ
く
「
高
脚
の
濱
に
泊
つ
。
今
、
屋
栖
伏
し
て
願
は
く
は
佛
像
を
造
る
應
し
」
と
ま
を
す
。
皇
后
詔
り
た
ま
は
く
「
願
ふ
所
に
依
る
宜
し
」
と
の
た
ま
ふ
。

の
公
、
詔
を
奉
り
て
大
き
に
喜
び
、
嶋
の
大
臣
に
告
げ
て
詔
命
を
傳
ふ
。
大
臣
も
亦
喜
び
、
池
邊
直
氷
田
を
請
け
て
佛
を
雕
り
、
菩
薩
三
鑷
の
像
を
造
り
、
豊
浦
の
堂
に
居
き
て
、
諸
人
仰
敬
す
。
 
　
（
日
本
古
典
文
学
大
系
）
 
『
聖 
（
１
）
徳
太
子
伝
暦
』（
九
一
七
年
）
推
古
天
皇
二
十
四
年
四
月
四
月
着
淡
路
南
岸
。
嶋
人
不
知
沈
水
、
以
交
薪
焼
於
竃
。
太
子
遣
使
令
献
。
其
大
一
囲
長
八
尺
。
其
香
異
薫
。
太
子
観
而
太
悦
、
奏
曰
。
是
為
沈
水
香
者
也
。
此
木
名
旃
檀
香
木
。
生
南
天
竺
国
南
海
之
岸
。
夏
月
諸
蛇
相
繞
此
木
冷
故
也
。
人
以
矢
射
。
冬
月
蛇
蟄
、
即
折
而
採
之
。
其
実
鶏
舌
、
其
花
丁
子
、
其
脂
薫
陸
。
沈
水
久
者
為
沈
水
香
。
不
久
者
為
浅
香
。
而
今
陛
下
興
隆
尺
教
、
肇
造
仏
像
。
故
尺
梵
感
徳
、
漂
送
此
木
。
即
有
勅
、
命
百
済
工
、
刻
造
檀
像
、
作
観
音
菩
薩
高
数
尺
。
安
吉
野
比
蘇
寺
。
時
々
放
光
。
 
　
（
真
福
寺
善
本
叢
刊
）
・
長
谷
寺
 
『
長 
（
２
）
谷
寺
縁
起
文
』（
伝
八
九
六
年
）
靈
木
由
來
我
等
所
不
知
也
。
但
傳
聞
。
近
江
國
高
島
郡
三
尾
前
山
有
深
谷
號
白
蓮
花
谷
。
彼
谷
有
大
臥
木
。
猶
如
有
心
長
十
餘
丈
楠
也
。
不
知
自
何
所
來
。
此
木
放
瑞
光
薫
異
香
。
諸
天
常
來
下
而
持
白
蓮
花
散
此
木
。
其
花
屬
此
木
生
蓮
花
。
其
色
亦
白
色
。
如
此
其
谷
而
經
多
年
故
于
今
名
白
蓮
花
谷
。
昔
八
幡
宮
應

天
皇
五
代
之
孫
。
人
王
廿
七
代
繼
體
天
皇
即
位
十
一
年
丁
酉
歳
。
雷
電
霹
靂
風
雨
大
命
而
有
洪
水
。
此
木
自
彼
谷
流
出
。（
中
略
）

龜
元
年
甲
子
歳
正
月
一
日
上
解

。
依
房
前
之
奏

。
同
年
二
月
廿
三
日
勅
。
其
年
三
月
二
日
。
所
宣
下
國
宜
承
知
。
同
月
十
八
日
。
香
稻
三
千
束
下
行
。
仍
同
六
年
己
巳
歳
四
月
八
日
辰
時
以
吉
日
良
時
加
持
御
衣
木
。
其
役
道
慈
律
師
同
時
始
。
三
箇
日
之
間
奉
造
十
一
面
觀
自
在
菩
薩
像
。
高
二
丈
六
尺
。
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（
群
書
類
従
）
・
笠
寺
 
『
尾
張
國
笠
寺
縁
起
』（
一
二
三
八
年
）
右
當
寺
は
い
に
し
へ
建
立
の
靈
地
の
觀
音
利

道
場
な
り
。
其
本
地
を
尋
る
に
。
つ
た
へ
聞
む
か
し
呼
續
の
浦
に
一
の
木
あ
り
。
い
づ
く
と
も
な
く
浪
に
う
か
み
て
た
ゞ
よ
ひ
よ
れ
り
。
其
木
よ
り
ひ
か
り
さ
し
よ
り
よ
り
て
か
ゞ
や
く
。
こ
れ
を
み
る
人
は
時
な
ら
ず
お
は
し
ま
す
。
其
名
を
禪
光
と
名
づ
く
。
行
學
不
思
議
に
し
て
遠
も
近
き
も
皆
随
喜
の
思
ひ
を
な
し
。
高
き
い
や
し
き
お
の
く
歸
依
の
心
を
な
せ
り
。
あ
る
夜
彼
上
人
ふ
し
ぎ
の
夢
想
を
う
か
ぶ
り
た
ま
ふ
。
其
告
に
い
は
く
。
よ
び
つ
ぎ
の
浦
に
う
か
べ
る
木
は
こ
れ
よ
り
は
る
か
桂
旦
國
預
山
と
い
ふ
所
の
靈
木
な
り
。
此
木
に
て
十
一
面
の
觀
音
の
像
を
つ
く
る
な
ら
ば
。
も
ろ
く
の
ひ
と
く
さ
を
安
穩
も
ま
も
り
利

し
給
は
ん
と
。
靈
夢
あ
ら
た
に
見
へ
給
ふ
。
上
人
夢
さ
め
き
ど
く
の
思
ひ
を
な
し
。
た
ち
ま
ち
に
信
心
を
こ
ら
し
。
去
天
平
五
年
癸
酉
。
靈
木
を
も
ち
ひ
て
十
一
面
の
觀
音
の
像
を
つ
く
り
あ
ら
は
し
。
則
一
宇
の

舎
を
た
て
ゝ
こ
れ
を
安
置
し
た
て
ま
つ
り
。
其
名
を
小
松
寺
と
が
う
す
。
 
　
（
群
書
類
従
） 
・
根
本
中
堂
 
『
渓
嵐
拾
葉
集
』（
一
三
〇
〇
年
代
前
半
）
記
録
部　
私
苗
六
　
　
尋
云
。
付
根
本
中
堂
藥
師
。
七
不
思
議
習
方
如
何
仰
云
。
記

説
云
。
付
根
本
中
堂
藥
師
七
不
思
議
在
之
所
謂
一
靈
場
不
思
議
。
根
本
中
堂
藥
師
御
衣
木
。
今
北
谷
本
願
堂
跡
在
之
。
記

云
。
此
靈
木
晝
覆
紫
雲
夜
放
光
明
枝
葉

白
。
肉
眼
所
疑
雖
類
於

。
不
知
何
木
云
云
此
靈
木
其
形
似
柏
樹
。
故
如
此
釋
也
。
然
而
何
靈
木
云
事
不
知
也
。
無
量
密
迹
金
剛
力
士
。
此
靈
木
自
劫
初
守
護
。
山
家
大
師
我
山
建
立
時
分
待
給
。
此
靈
瑞
不
思
議
第
一
也
云
云
二
感
應
不
思
議
云
云
三
靈
木
不
思
議
。
記

云
。
大
師
手
自
此
靈
木
切
給
時
。
自
東
方
倒
。
故
自
到
靈
木
名
也
。
四
放
光
不
思
議
。
記

云
。
此
靈
木
瑞
光
放
。
東
方
萬
八
千
界
照
。
故
藥
師
如
來
造
東
方
奉
向
畢
。
 
　
（
大
正
新
修
大
蔵
経
）
・
白
峯
寺
 
『
白
峯
寺
縁
起
』（
一
四
〇
六
年
）
貞
觀
二
年
十
月
一
日
子
刻
に
。
當
國
北
條
の
郡
大
椎
の
興
に

出
現
す
。
光
明
海
上
て
ら
し
。
異
香
國
内
に

ず
。
國
司
恠
給
ひ
て
。
圓
珍
和
尚
に
尋
申
さ
る
。
同
三
日
和
尚
十
峯
山
に
攀
登
て
瑞
光
を
見
給
ふ
に
。
彼
山
上
に
靈
崛
あ
り
。
瑞
光
か
の
崛
に
通
ぜ
り
。
希
94
有
の
思
を
な
し
給
ふ
と
こ
ろ
に
。
老
翁
一
人
現
じ
て
云
く
。
吾
は
此
山
擁
護
の
靈

。
爾
は
法
輪
弘
通
の
聖
者
な
り
。
此
崛
は
七
佛
法
輪
を
轉
。
慈
尊
入
定
の
地
也
云
々
。

山
中
を
巡

。
東
谿
の
水
門
は
吉
水
の
字
形
な
り
。
艮
の
洞
の
苔
徑
は
根
香
の
字
形
な
り
。
酉
峯
の
大
石
に
白
峯
の
字
を
書
す
。
南
窪
に
和
尚
休
息
の
處
。
白
牛
出
現
す
。
妙
法
の
二
字
背
の
毛
に
備
ふ
。
か
の
蹄
跡
千
手
観
音
の
像
躰
也
。
そ
の
後
海
濱
に
趣
き
祈
念
し
た
ま
ふ
處
に
。
虚
空
に
音
あ
り
て
。
補
陀
落
山
よ
り
流
れ
來
れ
り
と
し
め
し
。
大
師
と
明

と
あ
ひ
と
も
に
山
中
に
引
入
て
。
十
躰
の
本
尊
を

立
し
給
ふ
。
四
十
九
院
を
草
創
し
給
ふ
。
其
内
に
千
手
像
四
躰
ま
し
ま
す
。
一
尊
を
ば
根
香
寺
に
安
置
し
。
一
尊
を
ば
吉
水
寺
に
あ
ん
ち
し
。
一
尊
を
ば
白
牛
寺
に
あ
む
ち
し
。
一
尊
を
ば
當
寺
に
安
置
す
。
 
　
（
群
書
類
従
）
・
広
隆
寺
 
『
廣 
（
３
）
隆
寺
來
由
記
』（
一
四
九
九
年
）
　
　
檀
像
藥
師
如
來
。
立
像
高
三
尺
山
城
州
乙
訓
郡
有
一
宇
社
。
號
乙
訓

。
今
向
日
明

是
也
。
昔
入
西
山
採
薪
人
暫
憩
此

。

前
有
一

木
。
經
年
樹
枯
。
彷
佛
株
杭
。
時
々
放
光
。
憩

人
以
彼
樹
須
臾
間
造
仏
像
。
唱
南
無
藥
師
佛
。
 
　
（
群
書
類
従
）
・
百
済
寺
 
『
鷲
林
拾
葉
集
』（
一
五
一
二
年
）
百
済
寺
勧
進
粤
近
江
州
百
濟
寺
者
。
上
宮
太
子
開
闢
之
浄
刹
。
觀
自
在
尊
利
生
之
靈
地
也
。
推
古
女
帝
之
御
宇
。
法
興
元
世
之
當
初
。
刻
瑞
光
木
顯
鳥
瑟
之
妙
於
十
一
面
。
 
　
（
続
群
書
類
従
）
・
総
持
寺
 
『
総
持
寺
縁
起
絵
巻
』（
一
六
七
三
年
頃
）
則
僧
云
、「
此
山
麓
東
南
有
江
。
江
中
夜
夜
放
光
、
輝
於
月
也
。
古
聖
要
得
之
造
仏
像
而
、
不
果
而
逝
矣
。
如
今
爾
得
覓
之
、
則
可
哉
。
是
栴
檀
香
木
也
。」　
（
中
略
）
近
来
明
石
浦
、
有
一

。
不
知
奚
。
自
而
来
漂
止
海
浜
。
夜
有
光
曜
。
見
者
無
不
怪
云
。（
中
略
）
童
子
告
納
言
云
「
如
今
子
仰
欲
遂
夙
誓
、
別
経
一
函
、
丈
室
以
営
宅
之
東
。
但
設
小

通
天
。
明
及
日
餉
一
饗
、
則
足
焉
。
期
一
千
日
、
独
在
此
室
。
須
造
千
手
大
悲
像
果
。
莫
容
他
之
看
云
云
」
納
言
深
信
而
、
如
其
言
経
営
丈
室
。
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（
名
古
屋
市
立
大
学
『
人
間
文
化
研
究
』）
　
光
る
木
で
造
ら
れ
た
仏
像
は
現
光
寺
、
長
谷
寺
、
笠
寺
、
百
済
寺
は
十
一
面
観
音
像
。
白
峯
寺
、
総
持
寺
は
千
手
観
音
像
。
広
隆
寺
、
根
本
中
堂
は
薬
師
如
来
像
で
あ
る
。
観
音
菩
薩
は
現
世
と
来
世
の
利
益
を
も
た
ら
す
仏
。
薬
師
如
来
は
病
気
平
癒
と
現
世
利
益
を
も
た
ら
す
仏
と
さ
れ
て
い
る
。
ど
ち
ら
の
仏
も
現
世
利
益
を
も
た
ら
す
仏
で
あ
る
。
特
に
観
音
菩
薩
は
日
本
に
お
い
て
時
代
を
問
わ
ず
信
仰
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
二
、
観
音
信
仰
と
密
教
　
速
水
侑
氏
の
研
究
に
よ
る
と
、
観 
（
４
）
音
信
仰
が
日
本
に
伝
来
し
た
飛
鳥
・
白
鳳
時
代
は
法
華
経
が
説
く
と
こ
ろ
の
招
福
除
難
的
現
世
利
益
思
想
が
付
随
し
た
亡
者
の
追
善
的
性
格
の
強
い
信
仰
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
白
鳳
期
末
に
入
り
、
密
部
の
観
音
経
典
が
伝
来
し
、
変
化
観
音
の
思
想
が
日
本
に
も
入
っ
て
く
る
と
共
に
、
反
乱
や
陰
謀
に
際
し
て
威
神
力
を
発
揮
す
る
鎮
護
国
家
的
観
音
信
仰
へ
と
変
化
し
、
本
格
的
に
信
仰
が
始
ま
っ
た
。
ま
た
、
幾
つ
も
あ
る
観
音
の
中
で
も
千
手
観
音
や
十
一
面
観
音
と
い
っ
た
、
そ
の
性
格
の
特
徴
や
利
益
の
偉
大
さ
が
一
目
で
分
る
変
化
観
音
が
急
速
に
広
が
っ
て
ゆ
き
、
こ
の
変
化
観
音
は
密
教
の
発
達
に
大
き
な
関
わ
り
を
果
た
す
よ
う
に
な
っ
て
ゆ
く
。
　
平
安
時
代
に
な
る
と
天
台
宗
に
お
い
て
大
悲
・
大
慈
・
師
子
無
毘
・
大
光
普
照
・
天
人
丈
夫
・
大
梵
深
遠
の
六
体
の
止
観
観
音
を
も
っ
て
六
道
の
苦
を
脱
す
る
と
い
う
天
台
六
観
音
が
生
ま
れ
、
そ
れ
に
追
随
す
る
よ
う
に
真
言
宗
が
密
部
の
変
化
六
観
音
で
あ
る
真
言
六
観
音
こ
そ
天
台
六
観
音
の
本
地
で
あ
り
、
真
言
六
観
音
こ
そ
現
当
二
世
の
利
益
無
現
の
菩
薩
で
あ
る
と
い
う
真
言
六
観
音
の
考
え
を
成
立
さ
せ
た
。
後
に
そ
の
影
響
を
受
け
、
天
台
宗
の
止
観
六
観
音
信
仰
も
次
第
に
密
部
の
六
観
音
信
仰
へ
と
移
行
し
て
い
っ
た
。
こ
れ
ら
密
教
化
さ
れ
た
現
当
二
世
の
利
益
を
兼
ね
備
え
た
菩
薩
と
し
て
の
六
観
音
信
仰
は
浄
土
信
仰
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
貴
族
社
会
に
も
広
が
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
流
れ
が
観
音
霊
場
参
詣
の
社
会
的
風
潮
を
生
み
、
寺
側
も
そ
れ
ま
で
の
様
に
国
家
や
貴
族
だ
け
を
経
済
的
庇
護
者
と
す
る
の
で
は
な
く
、
一
般
民
衆
の
参
詣
に
も
経
済
的
に
期
待
す
る
よ
う
に
な
り
、
積
極
的
な
参
詣
勧
進
が
唱
導
僧
達
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
っ
た
。
　
そ
の
過
程
で
観
音
信
仰
の
各
寺
院
の
説
話
や
縁
起
も
発
展
し
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
る
。
　
表
は
前
記
の
説
話
を
体
系
別
に
纏
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
表
を
参
照
し
て
も
ら
う
と
分
る
通
り
、
今
回
取
り
上
げ
た
縁
起
の
伝
わ
る
寺
社
96
は
全
て
密
教
系
、
も
し
く
は
密
教
に
関
係
の
あ
る
寺
と
な
っ
て
い
る
。
中
で
も
真
言
宗
の
寺
が
多
い
。
ま
た
、
説
話
内
に
出
て
く
る
観
音
（
千
手
観
音
、
十
一
面
観
音
）
は
前
記
の
観
音
信
仰
の
出
て
き
た
密
教
化
し
た
六
観
音
信
仰
の
六
観
音
の
中
に
も
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
六
観
音
は
東
密
で
は
正
観
音
、
千
手
観
音
、
馬
頭
観
音
、
准
胝
観
音
、
如
意
輪
観
音
。
台
密
で
は
正
観
音
、
千
手
観
音
、
馬
頭
観
音
、
不
空
羂
索
観
音
、
如
意
輪
観
音
と
若
干
違
い
が
見
ら
れ
る
が
、
千
手
観
音
、
十
一
面
観
音
は
東
密
、
台
密
双
方
の
六
観
音
に
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
も
密
教
と
こ
れ
ら
の
観
音
の
関
係
を
窺
う
事
が
出
来
る
。
　
真
言
宗
と
し
て
あ
げ
た
寺
の
中
に
は
広
隆
寺
や
白
峯
寺
の
様
に
宗
派
こ
そ
真
言
宗
だ
が
、
説
話
内
に
お
い
て
天
台
宗
と
も
関
係
が
見
ら
れ
る
寺
、
現
光
寺
や
長
谷
寺
の
様
に
宗
派
が
変
わ
り
、
最
終
的
に
真
言
宗
や
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現 
光 
寺 
長 
谷 
寺 
笠 
寺 
根 
本 
中 
堂 
白 
峯 
寺 
広 
隆 
寺 
百 
済 
寺 
総 
持 
寺 
◎ 
… 
… 
適 
合 　 
○ 
… 
… 
異 
説 
あ 
り 　 
△ 
… 
… 
関 
係 
あ 
り 
光 
る 
木 
○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 
流 
木 
楠 
木 ○ ◎ 
香 
木 ○ ◎ 
不 
明 ◎ ◎ 
◎ ◎ 
流 
れ 
て 
き 
た 
水 
海 
水 ◎ ◎ ◎ ◎ 
淡 
水 ◎ 
生 
え 
て 
い 
る 
木 
◎ ◎ ◎ 
異 
香 
あ 
り 
○ ◎ ◎ ○ 
十 
一 
面 
観 
音 
○ ◎ ◎ ◎ 
千 
手 
観 
音 
◎ ◎ 
薬 
師 
如 
来 
◎ ◎ 
真 
言 
宗 
△ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 
天 
台 
宗 
△ ◎ △ △ ◎ 
備 
考 
現 
在 
曹 
洞 
宗 
（ 
法 
相 
宗 
、 
真 
言 
律 
宗 
、 
天 
台 
宗 
を 
経 
て 
） 
華 
厳 
宗 
、 
法 
相 
宗 
を 
経 
て 
真 
言 
宗 
へ 
建 
立 
は 
弘 
法 
大 
師 
。 
仏 
像 
の 
造 
立 
は 
智 
証 
大 
師 
薬 
師 
如 
来 
像 
が 
本 
来 
あ 
っ 
た 
寺 
は 
天 
台 
宗 
当 
初 
の 
宗 
派 
は 
不 
明 
天
台
宗
に
属
し
た
、
も
し
く
は
属
し
た
事
の
あ
っ
た
寺
も
存
在
す
る
。
説
話
の
伝
播
に
は
街
道
や
、
寺
院
や
そ
こ
に
属
す
る
僧
侶
の
交
流
な
ど
様
々
な
要
因
が
存
在
す
る
。
今
回
取
り
上
げ
た
縁
起
の
寺
社
は
ほ
ぼ
全
て
が
当
時
の
主
要
街
道
沿
い
に
あ
り
、
宗
派
や
説
話
内
に
同
一
の
僧
侶
が
登
場
す
る
も
の
も
あ
る
。
同
じ
宗
派
間
、
ま
た
関
係
の
あ
る
寺
同
士
で
は
情
報
の
伝
達
も
行
い
や
す
い
。
そ
の
為
、
光
を
放
つ
木
で
仏
像
を
造
る
縁
起
の
伝
播
も
真
言
宗
、
天
台
宗
、
両
方
の
密
教
間
で
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
三
、
御
衣
木
　
御
衣
木
と
そ
れ
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
仏
像
の
関
係
は
未
だ
資
料
が
足
り
な
い
為
、
詳
し
く
言
及
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
表
を
見
て
も
ら
う
と
光
を
放
つ
と
い
う
共
通
点
の
他
に
異
香
が
す
る
と
い
う
香
木
的
要
素
が
見
ら
れ
る
も
の
が
多
い
事
が
分
か
る
。
香
木
は
仏
像
を
刻
む
木
と
し
て
最
上
級
の
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
日
本
に
お
い
て
香
木
を
入
手
す
る
に
は
輸
入
に
頼
る
ほ
か
無
く
、
数
も
多
く
な
い
。
こ
の
よ
う
な
香
木
で
造
ら
れ
た
仏
像
へ
の
憧
れ
か
ら
異
香
の
す
る
木
で
仏
像
を
造
っ
た
と
い
う
縁
起
が
造
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
　
ま
た
、
説
話
に
登
場
す
る
御
衣
木
は
大
き
く
分
け
て
流
木
と
生
え
て
い
る
、
も
し
く
は
生
え
て
い
た
木
の
二
種
類
に
分
け
る
事
が
出
来
る
。
十
一
面
観
音
や
千
手
観
音
は
主
に
流
木
で
造
ら
れ
て
お
り
、
薬
師
如
来
は
生
え
て
い
た
木
で
造
ら
れ
て
い
る
。
縁
起
成
立
時
代
順
で
見
て
行
く
と
、
流
木
で
仏
像
を
造
る
話
の
方
が
古
く
か
ら
存
在
す
る
。
　
今
回
取
り
上
げ
た
縁
起
の
中
で
最
も
成
立
が
古
い
現
光
寺
縁
起
に
関
し
て
、
丸 
（
５
）
山
顯
徳
氏
は
「
海
で
の
漂
流
霊
木
の
伝
承
と
か
か
わ
り
の
強
い
信
仰
で
あ
り
、
必
ず
し
も
仏
教
的
理
念
に
よ
る
造
仏
だ
け
で
は
そ
の
意
味
が
十
分
説
明
で
き
な
い
」
と
説
い
て
い
る
。
確
か
に
霊
威
あ
る
も
の
が
水
を
流
れ
、
到
来
す
る
と
い
う
話
は
日
本
に
お
い
て
は
記
紀
神
話
の
少
彦
名
神
の
話
の
様
に
古
く
か
ら
存
在
す
る
。
長
谷
寺
や
白
峯
寺
、
総
持
寺
の
縁
起
の
様
に
御
衣
木
が
神
仏
意
志
や
仏
像
を
造
る
事
を
祈
念
し
た
人
の
願
い
に
よ
っ
て
仏
像
と
し
て
安
置
さ
れ
る
地
に
寄
り
来
る
と
い
う
話
に
も
日
本
古
来
の
伝
説
の
影
響
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。『
風
土
記
』
播
磨
国
逸
文
に
は
神
が
木
を
流
し
、
流
れ
着
い
た
地
を
自
ら
の
領
地
と
し
た
と
い
う
話
が
所
収
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
神
の
意
を
得
た
木
が
そ
の
神
の
宿
る
べ
き
地
に
辿
り
着
く
と
い
う
も
の
だ
が
、
神
と
仏
の
違
い
こ
そ
あ
れ
、
話
の
形
と
し
て
は
長
谷
寺
等
の
縁
起
に
近
い
。
以
上
の
事
か
ら
考
え
る
と
流
木
の
縁
起
は
日
本
古
来
の
神
話
、
伝
説
の
影
響
も
受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
ま
た
、
仏
教
説
話
は
中
国
の
説
話
の
影
響
を
受
け
て
い
る
も
の
が
多
98
い
。
白
峯
寺
や
総
持
寺
の
縁
起
で
は
霊
木
・
神
木
が

と
な
っ
て
流
れ
着
い
て
い
る
が
、
神
木
が

と
な
る
話
は
『
捜
神
記
』
な
ど
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。『
捜
神
記
』
巻
十
一
に
は
祈
願
す
る
と
害
を
な
さ
な
い
が
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
川
を
渡
ろ
う
と
す
る
者
に
害
を
な
す
神
木
の

の
話
が
所
収
さ
れ
て
い
る
。
祟
り
を
な
す
神
木
と
い
う
点
で
考
え
る
と
、
長
谷
寺
縁
起
に
も
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
中
国
説
話
内
に
は
『
冥
報
記
』
上
巻
第
七
話
な
ど
の
様
に
、
寺
や
廟
の
柱
の
材
料
に
流
れ
来
る
神
木
や
巨
木
を
使
っ
た
と
い
う
説
話
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
説
話
も
流
れ
来
る
神
木
と
仏
閣
等
に
関
す
る
説
話
と
い
う
点
で
見
る
な
ら
ば
、
今
回
取
り
上
げ
た
日
本
の
寺
社
縁
起
と
共
通
す
る
も
の
が
あ
る
。
特
に
『
冥
報
記
』
は
『
日
本
霊
異
記
』
や
『
今
昔
物
語
集
』
な
ど
日
本
の
説
話
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
書
物
で
あ
る
事
を
考
え
る
と
、
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
　
御
衣
木
と
仏
像
の
関
係
を
見
る
と
、
木
の
時
点
で
不
思
議
な
力
を
有
し
て
い
る
為
、
仏
像
と
な
っ
た
後
も
不
思
議
な
力
を
継
続
し
て
保
持
し
て
い
る
と
い
う
事
を
こ
れ
ら
の
説
話
は
言
い
た
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
今
回
縁
起
を
取
り
上
げ
た
観
音
信
仰
の
聖
地
と
言
わ
れ
る
長
谷
寺
の
観
音
は
木
の
段
階
で
は
流
れ
着
い
た
先
々
で
恐
ろ
し
い
ま
で
の
祟
り
を
な
し
て
い
る
。
そ
れ
が
仏
像
と
な
る
と
一
転
し
て
霊
験
灼
な
仏
と
な
っ
た
。
瀬 
（
６
）
田
勝
也
氏
は
こ
れ
に
関
し
て
「
伐
ら
れ
て
も
な
お
お
さ
ま
ら
ぬ
巨
樹
の
恐
る
べ
き
負
の
力
を
逆
手
に
と
り
、
仏
像
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
正
の
力
に
転
じ
さ
せ
よ
う
し
た
」
と
の
論
を
唱
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
説
話
は
木
の
時
点
で
霊
意
を
表
す
木
で
造
っ
た
仏
像
は
他
の
仏
像
よ
り
も
よ
り
利
益
が
あ
る
と
い
う
、
一
種
の
現
世
利
益
の
力
の
箔
付
け
と
考
え
る
。
四
、
お
わ
り
に
　
今
回
、
八
つ
の
光
を
放
つ
木
で
仏
像
を
造
る
縁
起
を
比
較
し
、
造
ら
れ
た
仏
像
が
観
音
菩
薩
や
薬
師
如
来
と
い
っ
た
現
世
利
益
を
も
た
ら
す
仏
の
も
の
が
多
い
と
い
う
事
、
造
ら
れ
た
観
音
菩
薩
像
は
密
教
系
の
変
化
観
音
が
多
く
、
こ
れ
ら
の
縁
起
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
寺
社
も
真
言
宗
、
天
台
宗
の
寺
が
多
い
と
い
う
事
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ
は
全
て
の
縁
起
に
あ
て
は
ま
る
事
で
は
な
い
が
、
霊
木
な
ど
か
ら
造
ら
れ
た
仏
像
に
関
す
る
寺
社
縁
起
を
考
え
て
い
く
上
で
一
つ
の
切
り
口
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
縁
起
に
は
日
本
古
来
の
神
話
や
伝
説
、
中
国
説
話
と
も
共
通
す
る
点
が
あ
り
、
双
方
の
影
響
を
受
け
て
成
立
し
て
い
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
が
、
こ
れ
に
関
し
て
は
今
後
の
課
題
と
し
て
い
き
た
い
。 
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（
１
）  『
聖
徳
太
子
伝
暦
』
の
説
話
に
は
光
を
放
つ
木
は
出
て
こ
な
い
が
、
造
ら
れ
た
仏
像
の
種
類
が
詳
し
く
記
載
さ
れ
て
い
る
為
こ
こ
に
載
せ
る
。
（
２
）  『
群
書
解
題
』（
続
群
書
類
従
完
成
会　
一
九
七
六
年
）
に
よ
る
と
寛
平
七
年
に
大
安
寺
司
・
俗
別
当
菅
原
道
真
が
朝
廷
に
撰
上
し
た
『
大
安
寺
縁
起
』
を
模
し
て
偽
造
さ
れ
た
と
い
う
説
が
有
力
と
さ
れ
て
お
り
、
偽
作
の
時
期
が
何
時
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
明
確
に
出
来
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
長
谷
観
音
の
御
衣
木
に
言
及
す
る
最
古
の
説
話
は
『
三
宝
絵
』
下
巻
第
二
十
話
と
最
近
の
研
究
で
は
さ
れ
て
い
る
が
、
木
に
起
こ
っ
た
現
象
等
の
詳
細
な
記
載
か
ら
今
回
は
こ
の
縁
起
を
採
用
し
た
。
（
３
）　
成
立
は
数
あ
る
広
隆
寺
の
縁
起
と
し
て
は
遅
い
が
、
縁
起
と
し
て
纏
ま
っ
た
形
で
あ
る
為
、
今
回
こ
の
縁
起
を
採
用
し
た
。
（
４
）　
以
下
観
音
信
仰
に
つ
い
て
は
速
水
侑
「
日
本
の
観
音
信
仰
」（『
西
国
三
十
三
所
―
観
音
霊
場
の
信
仰
と
美
術
―
』　
日
本
経
済
新
聞　
一
九
九
五
年
）
と
同
じ
く
速
水
侑
編
『
観
音
信
仰
』（
雄
山
閣
出
版　
一
九
八
二
年
）
所
収
、
速
水
侑
「
奈
良
朝
の
観
音
信
仰
に
つ
い
て
」
と
「
平
安
時
代
に
お
け
る
観
音
信
仰
の
変
質
―
六
観
音
信
仰
の
成
立
と
展
開
―
」
を
参
照
し
た
。
（
５
）　
丸
山
顯
徳
『
日
本
霊
異
記
説
話
の
研
究
』（
桜
楓
社　
一
九
九
三
年
）
「
第
一
章　
漂
着
霊
木
説
話
」
（
６
）　
瀬
田
勝
也
『
木
の
語
る
中
世
』（
朝
日
新
聞
社　
二
〇
〇
〇
年
）「
Ⅲ 
霊
木
の
行
方
を
探
る
―
長
谷
寺
十
一
面
観
音
・
同
木
の
御
衣
木
」
 
　
（
た
ざ
わ
・
か
づ
ほ　
成
城
大
学
大
学
院
博
士
課
程
前
期
）
100
